












The Starting Point of China’s Maritime Strategy:




China’s arrival as a maritime power is an undeniable feature of today’s international society. This is 
gaining the attention of those in the west and the neighboring countries. This article aims to clarify and 
analyze the starting point of Chinese maritime strategy. The analysis focuses on the thoughts of the Mao 
Zedong, who represents the first generation of leaders in China whose thinking affects china’s policy 
making today.
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対し、毛沢東は米国政府に 3 つの要求を突き付けた。第 1 は、米第 7 艦隊を撤退させ、台湾に干渉
しないこと、第 2 は、東南アジアとの間で同様の共同防衛条約を作らないこと、そして第 3 は、日
































国の軍事基地を設置すべきではない」と述べ、55年 4 月までに、ソ連より、旅大と旅順の 2 つの基












 19） 「中華人民共和国関于領海的声明」第 1 条を参照。
 20） 「中華人民共和国関于領海的声明」第 2 条を参照。
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てくるという考え方が現実的ではない 33）」と国際情勢を分析し、「10年と言わなくとも、 5 年間の中


















1964年 1 月 4 日、国家科学技術委員会の党組織が中共中央書記処および鄧小平書記に報告書を提出
し、正式に国家海洋局の設置を建議し、国家海洋局の職責についても提言した。 2 月11日、中国共
産党中央委員会より「海洋局は国務院に直属するものの、海軍がそれを代理管理する」との指示が





 33） 毛沢東『論十大関係』（ 2 沿海工業と内陸工業との関係）
 34） 同上。
 35） 毛沢東『論十大関係』（ 3 経済建設と国防建設との関係）





寧波に東海分局、第 4 海洋調査船大隊と海洋調査隊、広州に南海分局、第 7 海洋調査船大隊と海洋
調査隊が設置され、海洋調査専門隊列が初歩的に形成された。70年代から、国家海洋局は大量な海
洋科学研究の任務が与えられ、中国の海洋調査と科学研究における中核的な機関となった。
5 ．おわりに
毛沢東を中心とした第 1 世代の指導者の時代では、海洋における政策は現在でいう海洋戦略の構
想と重点は異なるものの、新中国の「海防戦略」というかたちでの構想は実在したことは明らかと
なった。その戦略とは、米国やソ連との対峙のなかで「反海洋覇権」を主張する戦略思想を基軸と
するものの、より包括的に中国の沿岸地域に成長の可能性を見いだし、沿岸地域での「経済建設」
をも加えて、「海防」体制を構築するという考えに特徴がある。これは、現在の中国海洋戦略の形
成にとっての大きな基盤となる考え方であるといえる。しかし、これらの新中国の海防戦略政策は
中国の陸部の国土を守るための政策であり、今日にいう海洋国土へ展開するレベルの海洋戦略まで
ほど遠いのである。つまり、毛沢東の海洋戦略思想は、あくまでも大陸領土を守るための戦略であっ
た。毛沢東時代において、中国シーパワーが成立していなかったのである。
毛沢東の海洋思想にある最も重要な特徴は、国民国家の主権に対する堅持である。これは、いか
なる問題や状況より最優先する案件であり、これを損なうものを覇権主義として反対するのであ
る。
中国の海洋戦略というと、もっぱら改革・開放以後の「海洋進出」の側面ばかりが取り上げられ
がちだが、より深い分析を進めるならば、毛沢東以来の歴史認識や海洋認識がその後も色濃く引き
継がれていることもわかる。

